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●預金残高対前年同期比1,533億円増加 貸出金残高対前年同期比970億円増加

●預金の地元割合は97.9％、貸出金の地元割合は75.8％

2021年3月期 第２四半期 業績ハイライト（単体）
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●預金残高は、山口県・広島県・福岡県を中心に対前年同期比1,533億円増加

●貸出金残高は、地元の事業者さま向けのコロナ対策融資や住宅ローンを中心に、対前年
同期比970億円増加

預金・貸出金残高推移
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貸出金残高推移



●新型コロナウイルス感染拡大の影響による営業活動の抑制などで手数料収入が減少し、
経常収益は対前期比1億円減少

●しかしながら、事業性融資の伸長による貸出金利息の増加と、業務の集中化・効率化に
よる経費の削減効果により、本業のもうけを示すコア業務純益は4億円の増益

経常収益・経常利益・中間純利益推移
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2018/9期 2019/9期 2020/9期 前年同期比

経常収益 13,891 13,487 13,360 ▲126

コア業務純益
（除く投信解約損益）

2,688 2,251 2,699 447

中間純利益 2,684 1,223 2,286 1,063

(単位:百万円)



●地域の皆さまからお預かりした大切な預金を、資金を必要とされている地域の事業者さま

や個人のお客さまに、借入金としてお使い頂く『資金の地域内循環』を推進

資金の地域内循環
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地元割合
97.9％

地元割合
75.8％



有価証券運用の状況
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●有価証券残高は債券を中心に安全性を重視する一方、修正デュレーションは金利リスクに

備え短期化に努めており、前期と同水準である4年程度を維持

その他有価証券評価損益推移

2018/9期 2019/9期 2020/9期

3.94年 3.91年 4.06年

修正デュレーション推移（国内債券）

●上記の運用方針により、その他有価証券評価損益は引き続き当期純利益1.5年分を維持



不良債権の状況

部分直接償却前開示債権比率

●開示債権比率および部分直接償却前開示債権比率は、引き続き低水準を維持

金融再生法基準での開示債権比率

2019/9期 1.28％

開示債権額
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2020/9期 1.13％

2019/9期 1.59％ 2020/9期 1.46％

2019/9期 157億円 2020/9期 150億円

2018/9期 1.43％

2018/9期 135億円

2018/9期 1.14％

●開示債権比率は、全国銀行トップクラスの高い健全性を保つ水準
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自己資本比率の状況
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自己資本額・リスクアセット・自己資本比率推移

自己資本額（左軸・億円） リスクアセット（左軸・億円） 自己資本比率（右軸・％）

億円

●地元向けの貸出金の増加による利益の積み上げにより、自己資本比率は前年同期比

0.17ポイント上昇して8.15％となりました。引き続き、国内基準4%を大きく上回

る水準です。



西京銀行グループSDGs宣言に基づく
地方創生に向けた取組み
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地域社会・経済の活性化
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お客さまとの協業による地域活性化

●銀行保証付私募債（寄付型）

− 地域社会の発展・課題解決に向けた活動を支援

するため、発行企業さまとともに、地方公共団

体や学校等に連名で寄贈

●新型コロナ対策応援定期預金

寄贈先 寄贈目的

第5号
徳山大学
下松市

人材育成
スポーツ振興

第6号 下関市
新型コロナ
ウイルス対策

第7号
学校法人

広島城北学園
学生生活の

充実

第8号
福岡県立

八幡中央高校
学生生活の

充実

累計発行企業数：8件

累計発行金額：7億8,000万円

 お預入れ総額の0.01％相当額(最大500

万円)を当行が拠出し、お客さまの総意

として山口県に寄付



企業と高度外国人人材のマッチング

●JOB Hunting 

ダイバーシティの推進
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－広島大学留学生と企業との就職交流会

－企業3社、留学生9名が参加

●DISCOVER YAMAGUCHI

－企業と留学生の採用・就職ニーズのマッチング

－企業3社、留学生8名が参加

過去2回開催し、留学生1名が就職を実現 過去12回開催し、留学生8名が県内就職を実現

～初のオンライン開催で、withコロナ時代に対応～

その他の個別マッチング活動を含めると、累計で14名の留学生の就職につながっています。



スポーツによる地域振興
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●創部10周年「ACT感謝Day」開催

ACT SAIKYO

− 応援していただいている企業さまを訪問し、選手たちが感謝の気持ちを直接お伝え

− バドミントンを通じた地域活性化ムードを高めるため、地元企業さまと積極的に交流

山口県を
バドミントン王国に！



持続可能な社会づくり

14

●さいきょう「かんたん通帳」アプリ導入

ペーパレス化による環境保全

− 口座の残高や入出金の明細を、いつでもどこでもスマートフォンで確認

− 紙の通帳と同じスタイルで表示。便利な「検索・メモ機能」付き

アプリを
ダウンロード



小野田支店 新築移転オープン

住みよいまちづくりのために
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●好立地に移転し、ご来店・ご相談しやすい店舗へ

− 地域のランドマークである山陽小野田市役所正面に移転

− 地域のみなさまにもご利用いただけるセミナールームを設置（最大80名収容可能）

小野田支店外観

セミナールーム

ロビー

広々とした
駐車場を

30台完備！

ロビー


